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企画展のご案内
９月１日（土）～30日（日）

（月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入館無料）
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　須恵町立美術センター久我記念館では、９月

30日まで当館コレクション展を行います。「須恵」

の風景画をテーマに紹介します。子どものころ、

夏休みになるとスケッチの宿題で写生に出かけた

経験のある方が多いかと思います。近くのお宮や

お寺、山や川など、身近な風景を一生懸命写生し

ました。

　須恵町の風景に影響を受けて、多くの作家の方

が作品を制作しています。東にそびえる若杉山、

日本唯一の国営炭坑が存在した志免鉱業所（ボタ

山や竪坑など）など、須恵には「絵になる」美し

い風景が数多くあります。これらの作品は風景画

であるとともに、制作された当時の須恵町の状況

を記録した歴史資料としての価値もあります。わ

がまち須恵町の原風景に想いを馳せてください。

　今回の個展開催にあたっては、須恵東中学校美

術部のみなさんが展示作業を行なっています。夏

休み期間中に描いた、久我記念館のスケッチ画も

展示します。若い芸術家による新鮮な展示をお楽

しみください。
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13：00 ～ 14：00　劇団風の子九州 １回目公演
　「どんぶらこっこ どんどこ亭」

13：00 ～ 16：00　楽しい遊びのコーナーもあるよ
　おりがみ・ゲーム・お面つくりなど

15：00 ～ 16：00　劇団風の子九州 ２回目公演
　「どんぶらこっこ どんどこ亭」

　

中
で
も
25
株
の
カ
エ
デ
は
、
拝
殿
に
上
が

る
石
段
に
沿
っ
て
茂
っ
て
い
て
、
秋
の
紅
葉

の
こ
ろ
は
、
石
段
を
染
め
る
ほ
ど
の
色
合
い

を
見
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
拝
殿
に
向
か
っ
て
右
側
に
あ
る
シ

イ
の
古
木
は
、
地
上
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
で
主
幹
が
消
え
、
そ
こ
か
ら
何
本
か
に

枝
分
か
れ
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
今
か
ら
20
年

ほ
ど
前
に
落
雷
が
あ
り
、
シ
イ
の
木
は
途

中
か
ら
ポ
ッ
キ
リ
と
折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
時
は
、
そ
の
ま
ま
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
奇
跡
的
に

再
生
し
、今
の
姿
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
樹
林
の
周
辺
に
は
、
近
年
、
孟

宗
竹
が
か
な
り
の
勢
い
で
繁
茂
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
の
中
に
は
、

古
木
の
保
存
樹
林
が
侵
蝕
さ
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
す
る
声
も
出
て
い
ま
す
。

（
須
恵
町
自
然
教
育
林
推
進
協
議
会
）

　

保
存
樹
と
保
存
樹
林
、
今
回
は
、
７
月
下

旬
の
勇
壮
な
山
笠
で
知
ら
れ
る
上
須
恵
須
賀

神
社
の
樹
林
で
す
。

　

付
近
は
江
戸
時
代
の
眼
療
宿
場
跡
で
、
神

社
の
境
内
に
は
、
シ
イ
、
ク
ス
、
カ
エ
デ
、

モ
ミ
ノ
キ
、
タ
ブ
、
ヤ
マ
モ
モ
な
ど
古
木
を

中
心
に
４
０
０
本
の
樹
木
が
あ
り
、
そ
れ
が

保
存
樹
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋の紅葉も見事な須賀神社
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かやの保育所　☎ 932 - 4836
東幼稚園　　　☎ 932 - 6313
南幼稚園　　　☎ 933 - 2400

●問合せ先
　アザレア幼児園　☎ 935 - 0504
　（にこにこルーム）

アザレア幼児園　☎ 935 - 4755
　（わくわくルーム）

●日　時　10 月 13 日（土）
●会　場　ボランティアセンター
●主　催　須恵町立 保育所・幼稚園
　入場無料（整理券が必要です）
　　各保育所・幼稚園、役場子ども教育課でお求め
　ください。

江頭　春行　「光ヶ丘より」　油彩　1949 年

山岡　幸雄　「秋の硬山」　油彩　1997 年

栗原　大芳　「若杉山」　墨　制作年不詳 近藤　奈穂美　「ぼた山」　日本画　2002 年

久我記念館コレクション展

「須恵の風景画」
須恵東中学校  １学年  美術部

水 彩 画 展


